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横
浜
は
坂
の
町
。
海
抜

二
、
三
ｍ
の
平
地
と
四
～

五
十
ｍ
の
台
地
を
結
ぶ
。

　

絵
に
あ
る
よ
う
に
、
坂

の
途
中
に
遊
行
寺
が
あ
る
。

踊
り
念
仏
の
時
宗
の
総
本

山
、
藤
沢
の
遊
行
寺
の
説

教
所
と
し
て
明
治
五
年
に

建
て
ら
れ
た
。
寺
の
名
前

か
ら
、こ
の
坂
は
「
遊
行
坂
」

と
な
っ
た
。

　
「
宮
本
武
蔵
」
を
書
い
た

吉
川
英
治
は
少
年
時
、
こ

の
坂
の
辺
り
に
住
ん
で
い

た
。
だ
か
ら
、
彼
の
小
説

に
こ
の
近
く
の
町
や
坂
の

名
前
が
よ
く
出
て
く
る
。

　

台
地
の
上
や
裾
を
バ
ス

が
走
る
が
、
狭
い
坂
道
を

走
る
バ
ス
は
な
い
。
だ
か

ら
、
坂
の
途
中
に
住
む
と
、

坂
を
上
る
か
、
下
ら
な
い

と
ど
こ
に
も
行
け
な
い
。

　

坂
の
下
で
は
お
母
さ
ん

が
小
さ
い
子
二
人
を
励
ま

し
て
い
た
。

　

乳
母
車
を
押
す
お
母
さ

ん
も
「
健
康
の
為
に
ガ
ン

バ
ロ
ウ
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
い
る
よ
う
だ
。

ゆ
ぎ
ょ
う
ざ
か

遊 

行 

坂

横
浜
市
中
区
打
越
・
南
区
中
村
町

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
四
年
九
月

いつ噴火すると云えないのに川内原発を再稼働？？

　
桜
島
は
一
九
一
四
年
の

大
正
大
噴
火
で
、
島
か
ら

半
島
に
な
っ
た
。
マ
グ
マ

を
大
量
に
放
出
し
て
、
地

盤
が
沈
降
。
そ
の
後
、
再

び
マ
グ
マ
が
溜
ま
り
続

け
、沈
降
も
九
割
方
回
復
。

再
び
大
噴
火
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
二
万
数
千
年
前
、
姶
良

火
山
が
大
爆
発
。
そ
れ
で

出
来
た
姶
良
カ
ル
デ
ラ
が

鹿
児
島
湾
で
、
桜
島
は
そ

の
外
輪
山
だ
。

　
日
本
列
島
で
は
姶
良
カ

ル
デ
ラ
が
出
来
た
よ
う
な

巨
大
噴
火
が
一
万
年
に
一

回
位
起
き
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
予
知
が
で
き
る

か
？

御
岳
山
の
爆
発

　
気
象
庁
は
九
月
十
日
、

十
一
日
に
御
岳
山
の
火
山

性
地
震
を
観
測
し
て
い

た
。
が
、
間
も
な
く
、
地

震
は
下
火
に
な
っ
た
。「
す

ぐ
爆
発
す
る
と
は
云
え
な

い
」
と
警
報
は
出
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
九
月
二
七

日
に
爆
発
。
多
数
の
死
傷

者
が
出
た
。

　
噴
火
予
知
は
難
し
い
。

川
内
原
発
で
は

　
姶
良
カ
ル
デ
ラ
か
ら
川

内
原
発
ま
で
約
五
十
キ

ロ
。
巨
大
噴
火
の
時
、
被

害
は
免
れ
ら
れ
な
い
。

　
巨
大
噴
火
な
ら
前
兆
を

数
ヶ
月
前
に
捉
え
ら
れ
る

と
云
う
。
核
燃
料
や
使
用

済
み
燃
料
の
搬
出
に
は

｢

○
月
×
日
以
降
、
噴
火
。

そ
の
何
日
前
迄
安
全｣
と

云
え
な
い
と
計
画
も
で
き

な
い
。
が
、
噴
火
が
何
日

以
降
と
は
云
え
な
い
。

　「
巨
大
噴
火
が
間
も
な

く
起
き
る
」
と
な
れ
ば
、

周
辺
は
避
難
で
大
騒
ぎ
。

噴
火
は
早
ま
る
か
も
知
れ

な
い
。
原
発
に
残
っ
て
核

燃
料
を
運
び
出
せ
る
か
？

　
こ
れ
で
川
内
原
発
を
再

稼
働
し
た
ら
ど
う
な
る
？

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？

あ 
い 

ら


